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そうじゃ  議会だより

9

一
般
質
問

一
般
質
問 一

丁
𡉕ぐ

ろ
古
墳
群
に
つ
い
て

問

一
丁
𡉕ぐ

ろ

古
墳
群
の
一
号
か
ら

四
号
及
び
六
号
墳
の
確
認
調
査
の

結
果
に
つ
い
て
、
並
び
に
今
後
の

発
掘
調
査
の
考
え
方
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

答

総
社
市
及
び
岡
山
県
に
お
い

て
も
非
常
に
貴
重
な
古
墳
で
あ
り
、

確
認
調
査
を
も
と
に
保
存
整
備
の

基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
て
い

き
た
い
。
当
面
、
十
三
号
墳
ま
で

〈〈
小
　

西
　

義
　

已
〉〉

の
概
要
に
つ
い
て
、
調
査
を
し
て

い
き
た
い
。�

（
教
育
長
）

中
学
校
の

武
道
教
育
に
つ
い
て

問

平
成
24
年
度
か
ら
中
学
校
で

正
規
に
武
道
教
育
が
導
入
さ
れ
る

が
、
部
外
講
師
の
活
用
の
考
え
は

な
い
か
。

答

地
域
の
武
道
経
験
者
と
の
連

携
に
よ
り
、
教
員
の
技
術
指
導
の

向
上
が
図
れ
る
。
指
導
の
補
助
的

な
役
割
に
つ
い
て
は
可
能
で
あ
る
。

�

（
教
育
長
）

武
道
館
の
畳
替
え
に
つ
い
て

問

総
社
市
武
道
館
の
畳
は
、
平

成
元
年
竣し

ゅ
ん

工
以
来
、
一
度
も
修
理
、

交
換
が
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
、

か
な
り
傷
ん
で
い
る
の
で
、
修
理
、

交
換
の
考
え
は
な
い
か
。

答

20
年
以
上
経
過
し
て
い
て
、

修
理
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
経

費
の
面
か
ら
、
２
～
３
年
か
け
て

年
次
的
に
交
換
し
て
い
き
た
い
。

�

（
教
育
長
）

法
務
局
の
公
図（
地
籍
図
）

に
表
示
さ
れ
て
い
る

公
共
財
産
に
つ
い
て

問

道
路
（
農
道
含
む
）、
水
路

の
、
長
期
間
、
個
人
使
用
の
場
合

の
今
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

答

使
用
を
発
見
し
た
場
合
、
占

用
許
可
申
請
の
指
導
と
、
さ
ら
に

道
路
、
水
路
と
し
て
機
能
を
し
て

い
な
い
も
の
を
許
可
な
く
長
期
間

占
用
し
た
場
合
、
発
覚
し
た
時
点

〈〈
塩
　

見
　

禎
　

章
〉〉

で
精
査
し
、
隣
接
地
権
者
等
の
承

諾
を
得
て
、
払
い
下
げ
も
実
施
し

て
い
き
た
い
。�

（
以
下
市
長
）

岡
山
南
部
地
区

国
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
に
つ
い
て

問

三
ツ
溝
の
改
修
計
画
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

答

県
営
で
の
実
施
計
画
で
あ
る

が
、
今
の
と
こ
ろ
実
施
予
定
は
な

い
。
今
後
も
県
に
要
請
し
て
い
く
。

問

国
営
事
業
が
完
成
後
の
農
地

の
規
則
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答

平
成
26
年
度
に
完
成
予
定
で

あ
る
が
、
完
成
後
８
年
間
、
原
則

転
用
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
後

も
自
由
に
変
更
は
で
き
な
い
。

防
災
に
つ
い
て

問

老
朽
た
め
池
の
改
修
は
。

答

直
ち
に
改
修
が
必
要
で
あ
る

た
め
池
は
千
箇
所
で
、
さ
ら
に
改

修
が
必
要
な
も
の
は
１
１
９
箇
所

で
あ
る
。
財
政
難
の
折
、
毎
年
２

箇
所
の
ペ
ー
ス
で
改
修
し
た
い
。

雪
舟
く
ん
の

運
行
見
直
し
に
つ
い
て

問

来
年
度
か
ら
見
直
し
さ
れ
る

雪
舟
く
ん
の
運
行
に
つ
い
て
、
①

自
力
で
乗
れ
な
い
人
に
は
タ
ク

シ
ー
券
を
配
布
す
る
こ
と
②
昭
和

エ
リ
ア
と
川
西
エ
リ
ア
を
統
一
し
、

乗
り
換
え
を
し
な
く
て
も
目
的
地

に
行
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
③
共

通
エ
リ
ア
を
広
げ
て
、
山
手
や
清

音
の
目
的
地
へ
行
け
る
よ
う
に
す

〈〈
西
　

森
　

頼
　

夫
〉〉

る
こ
と
な
ど
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
か
ら
要

望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
共
存

共
栄
の
立
場
か
ら
対
応
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答

市
民
も
業
者
も
喜
ば
れ
る
も

の
に
す
る
た
め
に
知
恵
を
出
し
た

い
。�

（
市
長
）

市
長
が
め
ざ
す

礼
儀
教
育
に
つ
い
て

問

教
育
基
本
計
画
に
沿
っ
て
道

徳
教
育
を
す
す
め
て
い
る
。
ま
た
、

子
ど
も
条
例
で
市
長
の
思
い
は
達

成
で
き
る
。
屋
上
屋
で
は
な
い
か
。

教
育
に
行
政
が
介
入
す
る
こ
と
は

地
方
教
育
行
政
法
で
禁
止
し
て
い

る
の
は
承
知
し
て
い
る
か
。

答

教
育
委
員
会
に
指
導
命
令
し

た
り
、
介
入
し
た
り
は
し
な
い
。

子
ど
も
条
例
と
重
な
る
部
分
は
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
屋
上
屋
で

は
な
い
。
礼
儀
改
革
の
組
織
の
中

で
分
離
し
て
、
礼
儀
・
礼
節
を
や

っ
て
い
き
た
い
。�

（
市
長
）

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問

本
市
の
財
政
状
況
は
極
め
て

厳
し
く
、
多
く
の
市
民
が
心
配
し

て
い
る
。
財
政
健
全
化
に
向
け
て

の
打
開
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

答

現
時
点
で
法
人
の
市
民
税
と

固
定
資
産
税
で
約
21
億
円
の
税
収

だ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
企
業
誘
致

を
最
善
策
と
考
え
る
。�

（
市
長
）

問

市
民
が
期
待
し
て
い
る
の
は
、

市
長
の
中
央
と
の
パ
イ
プ
と
多
く

〈〈
加
　

藤
　

保
　

博
〉〉

の
人
脈
で
あ
る
。
そ
れ
が
企
業
誘

致
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答

今
期
は
私
の
人
脈
を
通
じ
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
し
て
企
業
誘

致
に
努
め
た
い
。�

（
市
長
）

ふ
る
さ
と
学
習
に
つ
い
て

問

教
育
現
場
で
郷
土
の
歴
史
、

文
化
、
ゆ
か
り
の
人
々
に
つ
い
て

の
授
業
は
十
分
で
き
て
い
る
か
。

答

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中

心
に
地
域
の
学
習
を
し
て
い
る
が
、

郷
土
全
体
を
知
る
資
料
も
少
な
く
、

十
分
と
は
言
え
な
い
。�（
教
育
長
）

問

郷
土
ゆ
か
り
の
人
々
の
足
跡

な
ど
を
知
る
こ
と
が
、
郷
土
愛
へ

つ
な
が
り
、
ま
た
、
道
徳
教
育
の

一
番
身
近
な
教
材
と
考
え
る
。
過

去
の
出
版
物
を
学
童
向
け
副
読
本

と
し
て
再
編
集
し
て
は
ど
う
か
。

答

教
材
と
し
て
非
常
に
適
切
と

考
え
ら
れ
る
が
、
ど
れ
も
合
併
前

の
も
の
で
あ
り
、
山
手
・
清
音
地

区
の
記
述
は
な
い
。
今
後
調
査
、

検
討
し
た
い
。�

（
教
育
長
）

改修工事中の大谷池

設備更新が待たれる武道館

総社市の先人を紹介する副読本を

来年度に運行改善が予定される雪舟くん


